
 
奥村 高大

研究背景

実験概要

実験結果

環境配慮型鉄筋コンクリートの耐久性向上を目指した
シラン系表面含浸材の有用性に関する実験的検討
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炭酸化養生した環境配慮型コンクリートの使用例

セメント使用量削減

環境負荷低減

セメント焼成時
CO2を大量に排出

現在は非構造部材に
用途が限られる

さらなる環境負荷の低減
利用用途の拡大

高濃度CO2環境下で
コンクリートを養生

CO2の固定化

耐久性の向上

中性化 未中性化 中性化

2800

3200

3600

4000

4400

0 50 100 150 200 250 300 350超
音

波
伝

播
速
[m

/s
]

コア上部からの深さ[mm]

0
50

100
150
200
250
300
350

0 50 100 150 200 250 300 350

透
気

係
数
[1
0
-1
6
m

2
]

コア上部からの深さ[mm]

中性化によって密度が低下

中性化によって透気係数が増加

中性化

BFSの置換量が多い場合、
中性化で細孔構造が多孔化

鉄筋が腐食，膨張して
コンクリートにひび割れ
強度・耐久性の低下
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水 酸素

試験体名 結合材 養生
シラン系

表面含侵材

OPC セメント 気中 ×

B-気 BFS 気中 ×

B-炭 BFS 炭酸化 ×

B-炭+シ BFS 炭酸化 〇

かぶり厚さ
10mm

かぶり厚さ
30mm

試験面

20℃
60%R.H.

CO２15% 20℃

60%R.H. 19日間

➢ シラン系表面含浸材塗布：材齢35日

➢ 試験面に対して
側面4面：シリコーンシーラントで保護
反対側1面：アクリル板で保護

➢ 試験開始：材齢69日～

乾 5日

60℃

鉄筋近傍の乾湿繰り返し環境が
鉄筋腐食の進行を早める

乾燥と浸漬の期間を設けた乾湿繰り返しで
鉄筋腐食促進試験を実施

<試験体概要>

鉄筋腐食が進行し得る状態

鉄筋腐食が進行する状態

鉄筋腐食が進行しない状態

水

（鹿島建設株式会社HPより引用）

（日鉄スラグ製品株式会社HPより引用）

細孔構造の多孔化により
鉄筋腐食の要因である

水や酸素が侵入しやすい

水 酸素

酸素

鉄筋腐食性状の比較
各種データ取得

環境配慮型コンクリートの
利用拡大を実現

撥水性のあるシラン系
表面含浸材を塗布

水分の供給を止めて
鉄筋腐食を抑制

水

本研究
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20℃ NaCl濃度：3.5％
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7サイクル経過後の質量含水率
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かぶり厚さ10mm

かぶり厚さ30mm

OPC B-気 B-炭 B-炭+シ
18サイクル経過後のひび割れの様子

➢BFSを使用すると表層付近の高い塩分浸透抵抗性が示された

➢BFSを使用すると水分を保持しやすい（鉄筋腐食が進みやすい
高湿度環境が維持されやすい）ことが示された

➢炭酸化養生によって塩分も水分も内部へ侵入しやすくなるが,
B-炭およびB-炭+シの比較からシラン系表面含浸材の塗布に
よる塩分および水分浸透抑制効果が確認できた

➢かぶり厚さ10mm側は全ての試験体でひび
割れが生じた一方,かぶり厚さ30mm側は
B-炭以外でひび割れが生じなかった

➢シラン系表面含浸材を塗布することで
鉄筋腐食やひび割れの増大を抑制する
ことが確認できた

十分に確保したかぶり厚さの重要性

環境配慮型鉄筋コンクリートに対する
シラン系表面含浸材の有用性

鉄筋腐食性状の比較
さらなるデータ取得

環境配慮型コンクリートの
利用拡大を実現

今後の展望
屋外暴露試験の実施

促進試験との比較
炭酸化混和剤（γ-C2S）と

シラン系表面含浸材の比較
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